
試算にあたっての確認事項

１ 下水道使用料の最低限の目安１㎥／月あたり150円となる

ように単価を設定する。

２ 試算のパターンは、次のとおりとする。

⑴ 試算１ 料金区分の中間層を細分化する

⑵ 試算２ 基本使用料区分を拡大する

⑶ 試算３ 基本使用料の比率を高める

⑷ 試算４ 全区分一律の改定率とする

※ 現行の９区分から区分数を変更する場合、システム改修に

かかる作業時間・改修費用によっては、採用できない場合が

ある。
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